
1

授業がつまらなく感じる学生が一定数存在す
る。

(1)

全体的な授業の質を向上させる。 FDを行い，学期ごとの授業評価アンケートのフィードバックを行っている。
特に，令和２年度は効果的な遠隔授業をピックアップしてFDを行い，教員
間で情報を共有するとともにコロナ禍における授業設計を検討した。

2
授業時間外学修が学年を経るごとに少なく
なっていく。 (1)

１年生の段階から授業時間外学習時間を促す学修
指導を行う。

１年生の担任教員に対して，授業時間外学修の促進を周知した。

3

学年を経るごとに，国際教養コースを除く３
コースにおいては語学学習の機会が少なくな
り，語学の学修・能力の傾向が分化している
可能性がある。

(1)

学部全体で上級生においても継続的に語学学習を
進める体制を構築する。

コースを問わず履修することができる英語授業（自由科目・卒業要件外）
の増設を決定し，具体的な授業内容を検討している。図書館の多読ラ
リーを取り入れ，学生が自分のペースで継続的に取り組めるような授業
設計を行う予定である。

(1)

情報科学入門や医療基盤教育科目を中心に、１年
次の教育内容や方法を見直し、SIH道場と連携して
アクティブラーニングをさらに推進する。

情報科学入門や医療基盤教育科目を中心に、１年次の教育内容や方法
の見直しを行った。

(2)

２年次の基礎統合実習や３年次の医学研究実習の
教育方法や内容を見直し、垂直統合・水平統合を
進めるとともに、主体的な学修の推進をはかる。

２年次の基礎統合実習や３年次の医学研究実習の教育方法や内容の見
直しを行った。

(1)

１年次の英語教育の見直し、３年次の医学研究実
習と連携したreadingおよびwriting教育の充実、
スーパー英語や語学マイレージプログラムの活用
等により、６年間一貫した英語教育を構築する。

１年次の英語教育の見直しを行い、３年次の医学研究実習において
readingおよびwriting教育の充実を図った。

(2)
教養教育院兼務教員の役割を強化し、教養教育と
専門教育の連携を推進する。

教養教育院兼務教員が中心となり、医学科における英語教育の充実に
取り組んだ。

1

入学時から比べた外国語の運用能力につい
て，「大きく増えた」「増えた」と回答した
学生が３割未満であり，「変化なし」と回答
した学生が４～５割と最も多かった。

(1)

令和２年度入学者より専門教育科目「栄養英語」
を必修化し，栄養学における英語の基礎学修や国
際的に活躍する人材の育成を図る。

実質的に令和3年度より必修となる専門教育科目「栄養英語」に向けて左
記の通り実行している。

2

３年生への調査結果について，大学(学部)卒
業後の進路について踏まえた上で大学在学中
に経験したいことについて，就職意識の形成
につながる教育や企業での体験学習を踏まえ
た経験，課題解決能力の訓練などの設問に対
して7割以上の学生が「そう思う」「どちらか
といえばそう思う」と回答しており，自身の
進路への関心・意欲が高い。

(1)

４年次での分野配属や，教職員及び先輩との学生
意見交換会を通して，就職や進学についてのサ
ポートを行う。

左記の通り実行している。

3

前回に引き続き回収率が高かったので
（84.3%）、アンケート結果は全体を反映して
いるものと推察される。

(1)

引き続き高い回収率を維持する。 左記の通り実行している。

1

授業時間外の学修 (授業課題や準備学習・復
習) にかける時間が不足している．一方で，
現在の自分の学修時間や学修態度に満足して
いない学生が少なくない．また，シラバスを
毎週または気になったときに確認している学
生は5〜6割のみである．

(1)

意欲を高める適切な指導により自発的な学修が可
能であると読み取れる．毎回の授業の予習・復習
や自学自習の指示などを具体的にシラバスに明示
して，初回の授業などで説明する．

毎回の授業の予習・復習や自学自習の具体的な指示などをシラバスに
記載すること，来年度の初回の授業で授業時間外の学修について説明
することをシラバスの作成作業期間に授業担当教員に伝え，確実な実施
を促した．

2

「将来の見通しを持ち，何をすべきかわかっ
ている」と答えた3年次学生は7〜8割で，他の
学部・学科と比べて割合が高い特徴を持つ．

(1)

幅広い学修の促進を目的として，専門性を志向し
た学修方法を冊子「学修の手引」やSIH道場の教育
プログラム等を通して入学時に提示し，将来像を
イメージした「学修設計」の立案を指導してい
る．学修計画に沿った学修ができるよう継続的に
指導と支援を行っており，取り組みの浸透結果が
現れている．引き続き，取り組みを推進する．

冊子「学修の手引」を最新の内容に改定する作業を実施し，継続して，幅
広い学修の促進に係る取り組みを推進する.

3

授業内容の理解促進につながった授業方法と
して「課題演習」を挙げた学生が最も多い．
次いで，各専攻に共通に「グループワーク」
「振り返り」「質疑応答」，看護学専攻では
特徴的に「ディスカッション」が高い割合に
なっている．

(1)

アクティブ型授業を導入することで理解度を高め
る効果があることを明確に示しており，能動的な
学修の推進を図る．

引き続き，能動的な学修の推進を図る.

4

SIH道場で学んだ内容のうち，在学中の学修に
役立っている項目は，看護学専攻では「文章
の書き方」，放射線技術科学専攻では「専門
分野の体験学習」，検査技術科学専攻では
「専門分野の体験学習」「文章の書き方」
「プレゼンテーションの仕方」が最も多く役
立ったと回答している．

(1)

期待通りの項目が挙げられている．SIH道場で実施
している取り組みについては在学中だけではなく
卒業後調査を通した効果の検証も必要であろう．

卒業後調査に先行し，今年度に卒業予定の一部の学生に対して，取り組
みが卒業後に役立つかをどうかを尋ねるアンケートを実施した.有益な意
見が得られ，集計結果を教育プログラム評価委員会で検討して改善に活
用することとした.

(1)

講義時に小テストを設けるなど、準備学習・復習
が必要な課題を与える。

コロナ感染の影響で、多くの科目がオンラインになったがその中で、小テ
ストやレポートが課されることも多く、その提出のために自学の時間を増
やさざるを得ない状況になっていた。また、一部学生はコンテンツを繰り
返し見るということもあり、これは自学ではないかと思われる。口腔保健
学科では、ライブで討論等が行われており、その準備の時間を必要とし
た。

(2)

アクティブラーニングの充実を図る。 オンデマンド・オンラインの講義が多かったため、自らが予定をたてて行
動する必要があり、それがある意味アクティブな学び方になっていると考
えられる。実際にオンデマンドであると、自らがそれを視聴しにいかない
と、講義は受けれず、そのような学生の対応も必要である。一部の講義
では、提出されたレポートにコメントがつけられて返却されており、これが
ポートフォリオの役割を果たしていた。

2

「大学教員と顔見知りになる」では3年次に高
い値を示しており、「あなたの学生生活は充
実していますか」でも高い値である。そして
尚「大学教育全体の満足度に評点を付けた場
合 60点以上」とした割合は，〔1年次：歯学
科 86%・口腔保健学科 93%，3 年次：歯学科
82%・口腔保健学科 93%〕と高値である。

(1)

担任制度、メンター制度を引き続き活用し、学生
とのコミュニケーションをとる。

今年度は、対面の講義・実習が行えない時間も多くあった。そのため歯学
科では、各学年の学生と学部長・教務委員長・臨床実習責任者が、オン
ライン懇談会をもち、学生の不安や要望の聞き取り等を行った。その中
で、6年生の国家試験対策の講義などを設定することができた。この先
は、学年担任・メンターが、このようなオンライン懇談を行うようなことを検
討してもよいかと思われる。口腔保健学科では、15名と定員が少ないこと
もあり、オンラインライブの講義で学生と十分にコミニケーションが取れて
いた。

対応計画実行の進捗状況等

「ラーニングライフ　第５回学生の学修に関する実態調査報告書」の結果に基づく対応について

1

「授業時間外に，授業課題や準備学習，復習
をする」に対する回答で、1日平均30分に満た
ない学生が半数以上を占めている。
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1

受動的な学修姿勢が見受けられ、問題解決力
や自己決定型学習の能力が身についていな
い。

調査結果から読み取れる事項とその対応計画

事項（問題点・優れた点等） 対　応　計　画　等
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2

英語教育について、現状では不十分と考えて
いる学生が多い。

1



対応計画実行の進捗状況等部局
調査結果から読み取れる事項とその対応計画

事項（問題点・優れた点等） 対　応　計　画　等

(1)

引き続き，当該授業科目への興味を引き出した
り，理解を深めるための工夫を行った上で授業を
実施する。

ＦＤ研修会において，当該授業科目への興味を引き出したり，理解を深め
るための工夫について情報共有を図ることとしている。

(2)

初年次教育にとどまらず，可能な限り上級学年に
おいても「授業内容と社会や日常生活のかかわり
について，教員が説明する」機会等を増やすよう
に努める。

ＦＤ研修会において，可能な限り上級学年においても「授業内容と社会や
日常生活のかかわりについて，教員が説明する」機会等を増やすよう周
知する。

2

履修登録（１年次生）について，「取りたい
授業を履修登録できなかった」と回答した学
生が非常に多かった。

(1)

令和３年度入学者からのカリキュラム設計にあた
り，時間割枠や履修単位数等の見直しを行い改善
を図る。

関係委員会において，カリキュラム・ポリシーやディプロマ・ポリシーに基
づき，カリキュラム編成について検討を行い，令和３年度入学者からのカ
リキュラムを構築した。

(1)

当該授業に係る課題を与えたり，小テスト等の実
施により，授業の予習・復習を促すような仕掛け
をする。

引き続き，授業担当教員において，当該授業の内容について理解度を深
めるための具体的な仕掛けづくりを行うこととしている。

(2)

研究室配属後の学生においては，自分の興味のあ
る探究や卒業研究につながる実験・調査のための
時間を確保できるよう配慮する。

ＦＤ研修会において，研究室配属後の学生への対応（自分の興味のある
探究や卒業研究につながる実験・調査のための時間を確保できるような
配慮）について検討することとしている。

4

薬学科１年次生において，「授業内容の水準
をもっと易しくすべき」と答えた学生が22％
で，これは全学部の中で最も高い比率（全学
平均13％）となっている。

(1)

引き続き，関係委員会において，成績評価の分布
状況の確認・検証，学生の成績評価結果の状況を
学期ごとに分析し，成績下位の学生に対して，学
修改善につながる対応を検討・実施していく必要
がある。

関係委員会において，成績評価の分布状況の確認・検証，学生の成績
評価結果の状況を学期ごとに分析を行った。今後，成績下位の学生への
働きかけとして，具体的な目標設定をする等の対応策を関係ＷＧにて検
討予定である。

1

理工学部ではアドバイザー制度や担任制度に
より学生の学修をサポートする取り組みを
行っていますが，学生は必ずしも教員を身近
に感じてはいないようです（設問32, 33, 37,
82, 93, 114) (1)

担任による学生面談を着実に実施し，一層コミュ
ニケーションを深められるように努力します。ま
た，講義では親近感は生まれにくいため，演習・
実験に多くの教員が関われるように再検討しま
す。なお，アドバイザー制度は最近導入されたの
で良否は判断するには早いのですが，担任制に比
べて一人の教員が少ない人数の学生を受け持つた
め，相談しやすい環境が作れると考えています。
引き続き，担任制，アドバイザー制度を並行して
実施していきます。

クラス担任制，アドバイザー制度を着実に実施し，定期的に学生との面
談をしています。

2

e-learning関する調査（設問121-123)におい
て，「本学のe-learningサービスが学習に役
立つか」という問いにはおよそ半数が肯定的
な意見で，「オンライン学修科目を今後も増
やした方が良いと思うか」という問いにはお
よそ４割程度が肯定的な意見でした。オンラ
イン学修の本格的導入に向けてはさらに満足
度を向上させる必要があります。本調査は昨
年度のものですが，今年度の状況もさほどか
わらないでしょう。今年度はコロナ禍にのた
め，強制的に多くの授業がオンラインになっ
ています。オンライン授業の実施方法を工夫
し，より肯定的な評価になるように改善する
必要があると考えています。

(1)

別途，オンライン授業に関するアンケート調査も
実施しており，それを踏まえて授業改善を実施し
ていきます。また，本学ではeラーニング配信用講
義自動収録システムの整備を進めており，オンラ
インコンテンツの質の向上に取り組んでいます。

オンライン授業に関するアンケート調査について，教員内で共有し，授業
改善に取り組んでいます。

3

学生には，大学で専門性を高めるとともに，
視野を広げ，社会における多様な問題を解決
する能力を養ってもらいたいと考えていま
す。専門的な知識の向上に対する満足度は高
く（設問44）評価できますが，他分野の知識
や交流が必ずしも十分ではないようです（設
問46, 50, 51, 52, 60)

(1)

理工学部では１年次のSTEM概論のように分野を超
えた科目を準備していますし，他コースの専門科
目の履修を義務付けており，他分野の知識の獲得
を促しています。アンケート結果はそれが十分で
はないことを示していますが，専門科目とのバラ
ンスもあり，カリキュラム自体の改定は難しいか
もしません。しかしながら，既存科目の内容を見
直すなどして，少しでも学生の視野を広げられる
ように検討していきます。

引き続き，分野を超えた知識や交流が促せるように，STEM概論や他コー
ス履修を適切に実施していきます。

1

１年生では、体験的に学ぶ機会が多くあり、
授業時間外に、授業に関連しない勉強をする
学生も多く、視野が広がる授業提供ができて
いる（質問4や36）。

(1)

新型ウィルスの影響で、多様な学修の機会が少な
くなると考えられるが、工夫して維持に務める。

コロナ禍でのフィールド実習では，常三島キャンパス内へ資材や
機器類を運びこみ，少人数に分けて時間をずらしながら実施する
ことで，現場体験をしてもらった。また，会議システムのある附
属施設をスタジオとして使い，学外からゲストを招いてトーク
ショー形式で体験談を語っていただく等で多様な学習機会を担保
している。

2

３年生では、教員とのコミュニケーションが
やや不足していることがうかがえる（質問10
や33）。 (1)

manaba等の学生・教員間の学習成果について確認
できる学内システムの利活用を促進する。また、
学部講義等を整備し、専門教育を集中して学生と
教員が触れ合う機会を増やせるように、ハード整
備を要求して行く。

リモート授業によりmanaba等の学内システムの利活用が常態化さ
れた。しかしながら，対面授業が可能となっても，他学部に優先
して使える講義室を持たないため，三密を避ける教室確保ができ
ない状況であり，ハード整備を要求し続けている。

3

高校で履修していない数学，物理，化学，生
物の学習は、教養教育で開講されている高大
接続科目や自然科学入門又はその他の科目へ
の依存度が高かった（質問68）。

(1)

それらが履修し続けられるように、カリキュラム
を改善し、特に学部の基礎科目としている化学に
ついては教育内容を再検討する。

これらに対応できるようにカリキュラムの改善が検討されてお
り，次年度入学生から適用される。
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１年次生において，「授業内容と社会や日常
生活のかかわりについて，教員が説明する」
機会，「定期的に小テストやレポートが課さ
れる」機会が頻繁にあったと回答している学
生の割合が他学部に比べて高い。また，学科
別では，薬学科では「授業中に学生同士が議
論する」，創製薬科学科では「授業で検討す
るテーマを学生が設定する」機会が頻繁との
回答率が高かった。

3

授業時間外の学修時間が少ない。

理
工
学
部

薬
学
部
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対応計画実行の進捗状況等部局
調査結果から読み取れる事項とその対応計画

事項（問題点・優れた点等） 対　応　計　画　等

(1)

　「人生を支える幅広い教養」の数値上昇は，平
成２８年度の教養教育院設置による効果である可
能性が示唆されるが，毎年の時間割編成にあた
り，科目数の確保とともに，新規開講科目の充実
を図ることとする。

　令和3年度において，42の授業の新設及び48の授業の削減となる。削
減数が新設を上回る理由は，カリキュラムやクラス編成の見直しに伴う削
減が15授業含まれているためであり，科目数の確保と，新規開講科目の
充実を図ることができた。

(2)

　教養教育に対する満足度は，その提供されてい
る内容および選択の幅によって決まる期待値に対
しての結果と解釈している。これまでは8科目群の
なかで学生が自由に選択できる授業を置いている
のは，5科目群である。令和3年度から4科目群に移
行することで，学生が授業を選択する目安をわか
りやすくするとともに，その目指す方向を科目群
と科目の構成の中に落とし込むことで満足度の向
上を図ることとしている。

　教養教育は３つの目標を定めて授業を提供している。令和3年度入学
生より，教養教育の３つの目標に対応して，4科目群を提供することに
なった。学生が授業を選択する目安をわかりやすくするために，令和3年
入学生より各学部の履修要件を変更し，それぞれの科目群の中から必
要な科目を選択し履修できるようにした。

(1)

　適正な授業選択が行われるように，授業の配置
及び学生への授業の提示を行う。
　適正な授業選択のための授業の配置を検討する
ことを目的に，教員FD「学生のつもりになって授
業選択してみよう」を各学部・学科と共同で開催
し，学生と同じ条件でシラバスを参考にして教養
教育科目の時間割を作成する。時間割作成過程で
構造的，履修要件の問題点などを検討する。
　これまで医学部医学科，歯学部，薬学部，生物
資源産業学部とFD開催したが，今後は理工学部，
総合科学部とも開催，さらに履修要件の改正を
行った学部とも開催予定である。

　適正な授業選択のための授業の配置を検討することを目的に，
学生と同じ条件でシラバスを参考にして教養教育科目の時間割を
作成する。時間割作成過程で構造的，履修要件の問題点などを検
討する教員FD「学生のつもりになって授業選択してみよう」を各
学部・学科と共同で開催計画中である。さらに履修要件の改正を
行った学部とも開催予定である。学生諸君にも参加してもらっ
て，実際の問題点を共有する予定である。
　また，成績のクラス間格差が生じていることも「単位の取りや
すさ」と関連していると考え，クラス間格差を是正するために，
クラス間格差の生じている授業題目の担当教員へのインタビュー
を行い，問題点の抽出，共有を行った。

(2)

　適正な授業選択のための授業の学生への提示に
ついて，シラバスの記載漏れのチェックを毎年
行っている。特に本年度のように授業形態，評価
方法の変更があった場合は，速やかにシラバスの
変更と学生への周知を行うようにする。

　適正な授業選択のための授業の学生への提示について，シラバ
スの記載漏れのチェックを前期・後期で行った。特に令和２年度
のように授業形態，評価方法の変更があった場合は，速やかにシ
ラバスの変更と学生への周知をmanabaや教務システムなどを用い
て行うように周知した。

(1)

　令和2年度の入学前学習は，それまでの「物理
学，化学，生物学，英語」に加え「情報」を新し
く加えた。令和3年度は，さらに「数学，レポート
の書き方」を加えて，入学前学習を充実させる。
また令和3年度からリメディアル科目の「高大接続
科目」と「自然科学入門」を一体化し「高大接続
科目」とすることで，学生に対しリメディアル科
目をわかりやすくする。

　令和3年度は入学前学習として，「数学」と「レポートの書き
方」を新設した。入学前学習の履修は学部・学科により異なる
が，新しい科目を加えたことでより充実した入学前学習の効果が
期待できる。
　また令和3年度から，「高大接続科目（物理学，化学，生物
学）」と「自然科学入門（数学）」を，いずれもリメディアル科
目という性質から一体化して，基礎科目群の「高大接続科目」と
した。これにより，学生に対してリメディアル科目がわかりやす
くなることが期待される。

(2)

　高校復習テストで成績が不振な学生に対して
は，リメディアル科目の履修を勧めるよう各学部
の教務委員会へ連絡をしているが，卒業要件では
ない学部からの受講生は多くない。リメディアル
科目の履修を促すため，生物資源産業学部では，
リメディアル科目の単位を，令和3年度から教養科
目群の「自然と技術」の単位へ振り替える予定と
している。

　医学部医学科及び歯学部歯学科は，現在大学入学センター試験
で選択しなかった理科科目を，リメディアル科目の必修科目とし
ている。令和3年度より，生物資源産業学部及び薬学部がリメディ
アル科目の単位を、教養科目群の「自然と技術」の単位へ振り替
え可能とした。これによりリメディアル科目の受講が増加するこ
とが期待される。

(1)

　英語に限らず語学の運用能力を向上させるため
には，自らが積極的に関わる学修時間の確保が必
須である。徳島大学語学マイレージプログラムに
おいては，継続する学習時間を確保するためにマ
イレージポイントをためるということを通じての
時間確保を行っている。そうした効果は学年の進
行によりTOEIC等の学習時間の増加の傾向はみられ
るものの，それ以外の効果は大きくない。語学教
育センターワークショップを2020年度はオンライ
ンで提供しているが，その内容の充実および受講
者数の増加を通じて学生の語学力の向上を図るこ
ととしている。

　2020年度はコロナ禍が後期になっても続いたため，語学教育センター
ワークショップは年度を通じてオンラインのみでの提供となった。そこで内
容の充実や今後の受講者数の増加を今後可能にするために，今年度は
学生の意見を取り入れたワークショップを実施することとした。教育につ
いて考え提案する学生・教職員専門委員会において学生委員から英語
学習に関するワークショップの活性化に関する提案があったことから，学
生委員の提案を教養教育院プログラム評価委員会において検討したうえ
で，学生提案を実現した。この経験は事後に教養教育院教員とFD企画に
より共有し，今後のワークショップの企画に生かすこととした。

(2)

　令和2年度は新型コロナウィルス感染対策として
遠隔授業が一気に増大した。遠隔授業は語学学習
にとってどのような効果があるかということにつ
いて授業評価アンケート等を通じて調査するとと
もに，学生の語学力向上に好ましい授業スタイル
の事例があるのであれば，その共有を図ることと
する。

　授業評価アンケートの中から，語学教育における遠隔授業が語学力に
好ましい事例として次の点が読み取れた。
・ホワイトボード機能，グループに分かれるなどの遠隔ツールの機能を活
用することで，対面よりも快適な環境が提供される可能性が示唆された。
・オンデマンドの教材が提供されることで，学習者のペースで学習を進め
ることが可能となる。
・教員がインタラクティブな対応をすることで，個々の学生へのフィード
バックは対面授業と同様に担保される。
そうした事例をFDを通じて共有していくこととしている。
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1

教養教育への満足度について

　教養教育に関わる選択肢「人生を支える幅
広い教養」を選んだものは１年生全体で４
７％，３年生全体で５４％であり，３年前の
調査では３５％，６年前の調査では３７％で
あったことから，１０％～２０％程度上昇し
た。
　教養教育の満足度についての問８８におい
て「とても満足」と「満足」を合わせると，
１年全体で４９％，３年全体で５０％程度と
問６２の教養教育に関わる選択肢を選んだ割
合とほぼ同じことからも，ほぼ半数の学生が
教養教育の意義を認め，また満足しているよ
うである。

2

教養教育科目の授業選択について

　授業の選択基準について，「単位を取りや
すい授業」が１年生全体で２５％，３年生全
体で３９％となっている。
　授業選択の際に重視した情報源について，
「先輩からの助言や情報」と「友人からの助
言や情報」の合計が，「履修の手引きやシラ
バスに記載された情報」を上回っている。

3

高大接続について

　高等学校から大学の学びへの橋渡しとし
て，「入学前学習→高校復習テスト→リメ
ディアル科目」という一連の流れが確立し
た。
　高校で未履修の数学・理科について，1年生
と3年生1割弱の学生が「必要性を感じたが何
もしていない」と回答した。

4

語学教育について

　入学時と現時点を比較した問５４の外国語
（英語）の運用能力においては「大きく増え
た」と「増えた」の合計が１年生全体で３
８％，３年生全体で３６％であるのに対し，
「変化なし」が１年生全体で４５％，３年生
全体で４２％となっている。英語の運用能力
の向上を実感する教育の提供が課題である。
　英語の勉強方法についての問７４では，
「授業で使用している教科書・英語論文をよ
く勉強している」が１年全体で３３％に対
し，３年全体では１９％に減少した。「TOEIC
などの参考書，問題集を購入して定期的に勉
強している」が１年全体で２１％から３年全
体の３３％へ増加した。「図書館または大学
の英語教材，施設を利用して定期的に英語を
勉強している」が１年全体で20%，３年全体で
１８％であった。
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